

































































































































































































H：□3 まで。□3 に「自然の（中略）でしょうか。」とあって，□3 が本論だったら問いが本論になってしまっていて，問いが本論
に入っている説明文は見たことがないから。
N：□3 まで。□3 に「自然の（中略）でしょうか。」とあって，その「どのように」が本論に書いてあって，□4 が「まず」から始
まっているということは本論が始まるということだから。
（□4 の「まず」が，本論が始まるということを表しているという主旨の発言がＰ児，Ｆ児からあった。）
R：□3 まで。□2 には筆者が大事だと思うことが書いてあるから序論。その実例を出し始めたのは□4 だから，そこからが本論。
（□3「自然の（中略）でしょうか。」が問い，□4 から実例を示すから本論，という主旨の発言がＧ児，Ｌ児，Ｊ児からあった。）








M：□1 だけ。□3 に「同じ漫画を読んでいるのに，なぜ（中略）でしょうか。」と□2 の実験を基に考えていてつながっている。
もし，□2 までだったら，□2 と□3 のつながりがなくなってしまうから。










D：□2 まで。□2 は実験の説明をしていて，□3 からはその結果に対する説明をしている。P36 L４の「笑顔に似た表情を作りなが
ら漫画を読むと」ここから具体的な説明をしているから□2 までが序論。
G：□2 まで。□2 から実験だけど□3 はそれを解説しているので□2 までだと思うし，「実験」と「結果」はぼく的には序論に入る。
H：□1 だけ。□1 で問題提示されて□2 から実験で，「自然から学ぶ暮らし」も実験や結果が本論に入っていて，２月20日のノート
の「本論」に「具体的な説明や主張の根拠，答え，事例，実験」とあって，実験は本論に入っているので序論は□1 。




























【図２ Ａ児の意見文①】 【図３ Ａ児の意見文②】










































   文部科学省『中学校学習指導要領解説 国語編』，東洋館出版，2008年，pp.35-37
５）二瓶弘行『物語の「自力読みの力」を獲得させよ』東洋館出版，2013年，pp.161-172
６）奈須正裕「資質・能力の側から教科を眺め直す」『実践国語研究』No.339，明治図書，2016年，pp.4-5
７）算数科の学習と関連付けて単元名を設定した。学校図書『みんなと学ぶ 小学校算数 中学校へのかけ橋』
８）論説文と報告文の定義は，次の文献における「説明文」「論説文」の定義を参考にした。「読み」の授業研究会『国
語力をつける説明文・論説文の「読み」の授業』明治図書，2016年，pp.13-14
９）序論・本論・結論の定義は，次の二つの文献を参考にまとめ，児童と共に授業を通して修正した。
・白石範孝編『国語授業を変える「用語」』文溪堂，2013年，pp.32-33
 ・「読み」の授業研究会『国語力をつける説明文・論説文の「読み」の授業』明治図書，2016年，pp.21-23
【表２ 中学校への意欲の高まり】
とてもそう思う 13／24
そう思う 11／24
あまりそう思わない ０／24
そう思わない ０／24
【表３ 読み方の理解の深まり】
とてもそう思う 16／24
そう思う ８／24
あまりそう思わない ０／24
そう思わない ０／24
